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８．価値観・行動意識の変化 

 

○消費意識・消費スタイルの変化として、｢とにかく安いものを買いたい｣とする傾向は下げ止まりを継

続しており、コロナ禍で高まった｢品質｣や｢安全｣、｢できるだけ長く使う｣などのこだわりは減少に転

じています。このような中で、物や資源を大切にする環境に配慮した暮らし（エシカル消費）を促す

ことが、今まで以上に重要となり、商品やサービスに対して、環境に配慮した設計やプロセスが採

用されていることを示す環境ラベルの活用など企業や消費者の環境配慮意識が高まるような工夫

が必要となります。 

※エシカル消費･･･地域の活性化や雇用なども含む、人や社会・環境に配慮した消費行動のこと。 

 

○内閣府の世論調査において、社会への貢献意識がある人の中では、「自然・環境保護に関する活

動」への貢献意識が高い水準を維持しています。一方で、個人生活の充実を重視する人の割合が

増えてきています。人口減少や高齢化、核家族化などと相まって地域コミュニティの衰退が懸念さ

れるなか、環境保全の取組を地域のつながりを強める基盤とし、多様な主体が互いに連携･協力す

るパートナーシップ形成を促進することで、地域コミュニティの活性化と環境保全の取組の好循環

を創り出すことが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：株式会社野村総合研究所「生活者１万人アンケート調査」 R6.8 

図２－６ 基本的な消費価値観の推移 

図２－８ 社会への貢献内容（上位５項目） 

図２－７ 社会への貢献内容 

【質問】社会の一員として、何か社会のために役立ちたいと思っている

か、それともあまりそのようなことは考えていないか 

【質問】（図２-７の質問で「思っている」と答えた者に） 

何か社会のために役立ちたいと思っているのはどのようなことですか 

図２－９ 社会志向か、個人志向か 

【質問】「国や社会のことにもっと目を向けるべきだ」という意見と、「個

人の生活をもっと重視すべきだ」という意見があるが、あなたはどのよ

うに思いますか  出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」 R6.10 
出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」 R6.10 

出典：内閣府「社会意識に関する世論調査」 R6.10 

※内閣府「社会意識に関する世論調査」について、令和 2 年 1 月調査までは、調査員による個別面接聴取法で実施、令和 3 年 12 月調査以降は、

郵送法で実施しているため、単純比較は行わない。 

ｃｆ：環境分野に係る国内外の動向については、参考資料（P86～）にも記載。 

-11- 

 

 

 

 

 

 

 

第第３３編編  基基本本理理念念とと施施策策展展開開 



編
３
第

-12- 

 

  

  

第第３３編編  基基本本理理念念とと施施策策展展開開  

 

１１．．基基本本理理念念  

 

 

 

 

本本計計画画でではは、、奈奈良良県県のの持持つつ限限りりなないい可可能能性性をを最最大大限限にに引引きき出出しし、、素素晴晴ららししいいポポテテンンシシャャルルにに見見合合うう、、

誇誇りりああるる奈奈良良県県のの実実現現にに向向けけてて、、豊豊かかなな自自然然・・歴歴史史文文化化遺遺産産とと美美ししいい景景観観をを次次世世代代にに継継承承ししつつつつ、、

持持続続可可能能なな社社会会をを構構築築すするるたためめにに、、本本県県のの掲掲げげるる「「３３つつのの責責任任」」※※をを環環境境面面かからら果果たたすすここととでで、、「「環環境境・・

経経済済・・社社会会のの統統合合的的向向上上」」をを目目指指ししまますす。。  

  

※※｢｢３３つつのの責責任任｣｣：：県県民民やや事事業業者者のの安安心心とと暮暮ららししへへのの責責任任  

                      豊豊かかでで活活力力ああるる奈奈良良県県をを創創るる責責任任  

                      奈奈良良県県のの子子どどもも、、若若者者のの未未来来へへのの責責任任  

 

２２．．環環境境像像  

 

 

 

 

 

  

「「豊豊かかなな自自然然とと歴歴史史ととのの共共生生、、美美ししいい景景観観とと持持続続可可能能ななくくららししのの創創生生」」  
～～『『守守るる』』、、『『活活かかすす』』、、『『未未来来へへ紡紡ぐぐ』』取取組組にによよるる環環境境・・経経済済・・社社会会のの統統合合的的向向上上～～  

～～私私たたちちがが目目指指すす奈奈良良県県のの姿姿～～  

  

澄澄んんだだ空空にに、、雄雄大大なな山山並並みみとと手手入入れれのの行行きき届届いいたた森森林林のの緑緑がが映映ええまますす。。山山間間部部のの自自然然

はは、、ききれれいいなな空空気気ををつつくくりり出出しし、、山山々々にに蓄蓄ええらられれたた水水はは、、川川かからら海海へへとと、、清清ららかかでで豊豊かかなな水水

流流ととななっってて、、人人々々をを潤潤しし、、ささままざざままなな生生物物をを育育んんででいいまますす。。  

  

大大和和青青垣垣やや大大和和三三山山ななどどのの山山々々はは、、里里山山・・田田園園風風景景とと相相ままっってて、、都都市市のの遠遠景景ととななりり、、世世

界界遺遺産産やや国国宝宝ななどどのの歴歴史史的的建建造造物物のの背背景景ととななっってて、、ままほほろろばばのの国国ににふふささわわししいい麗麗ししいいたた

たたずずままいいをを形形づづくくっってていいまますす。。  

    

ままちちななかかはは、、花花とと緑緑ににああふふれれ、、歴歴史史的的風風土土とと調調和和ののととれれたた美美ししいい都都市市景景観観とと沿沿道道景景観観

にに、、住住むむ人人、、訪訪れれるる人人がが和和ららぎぎをを感感じじまますす。。  

  

温温室室効効果果ガガスス排排出出実実質質ゼゼロロにに向向けけてて、、「「自自然然エエネネルルギギーー」」やや「「森森林林資資源源」」をを最最大大限限活活用用

ししななががらら、、エエネネルルギギーーをを「「つつくくるる」」、、「「たためめるる」」、、「「かかししここくくつつかかうう」」のの取取組組がが効効果果的的かかつつ効効率率的的

にに図図らられれ、、持持続続可可能能なな脱脱炭炭素素社社会会がが構構築築さされれてていいまますす。。  

  

人人々々はは、、地地球球環環境境にに配配慮慮すするる知知恵恵やや行行動動力力ににああふふれれ、、ここれれかかららのの時時代代にに求求めめらられれるる環環

境境にに配配慮慮ししたたラライイフフススタタイイルルをを追追求求、、共共有有ししななががらら、、主主体体的的かかつつ積積極極的的にに本本計計画画がが掲掲げげるる

基基本本理理念念のの実実現現にに向向けけてて取取りり組組みみ、、多多様様なな主主体体がが連連携携・・協協働働すするるここととにによよっってて全全県県的的なな

実実践践活活動動へへとと広広ががっってていいまますす。。 
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  ３３．．施施策策展展開開  

  

基基本本理理念念及及びび環環境境像像のの実実現現をを図図るるたためめ、、環環境境・・経経済済・・社社会会のの統統合合的的向向上上にに向向けけたた横横断断的的視視点点とと環環

境境分分野野別別施施策策をを定定めめ、、総総合合的的かかつつ計計画画的的にに推推進進ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

環環境境・・経経済済・・社社会会のの統統合合的的向向上上にに向向けけたた横横断断的的視視点点  

  

  

風風水水害害、、土土砂砂災災害害やや地地震震ななどどのの災災害害やや化化学学物物質質等等にによよるる環環境境汚汚染染、、ささららにに気気候候変変動動にによよるる健健康康、、

自自然然生生態態系系ななどど様様々々なな分分野野へへのの悪悪影影響響はは、、県県民民のの生生命命とと暮暮ららししをを脅脅かかすす要要因因ととななりり、、そそのの対対応応がが求求

めめらられれまますす。。  

ここののよよううなな環環境境リリススククにに対対しし、、平平時時かからら環環境境保保全全のの取取組組をを推推進進すするるここととでで、、災災害害やや環環境境汚汚染染ののリリススクク

ににもも対対応応すするるととととももにに、、気気候候変変動動にに適適応応すするるたためめのの施施策策をを地地域域特特性性にに応応じじてて進進めめるるここととでで、、安安全全なな生生

活活環環境境のの確確保保をを目目指指ししまますす。。  

  

  

  

奈奈良良県県ににはは世世界界にに誇誇るる歴歴史史文文化化遺遺産産、、豊豊かかなな自自然然やや景景観観ななどどががあありり、、そそののポポテテンンシシャャルルをを活活用用すす

るるここととはは、、経経済済のの発発展展やや人人々々のの暮暮ららししのの質質のの向向上上をを目目指指すす上上ででもも重重要要ととななりりまますす。。  

そそここでで、、ここれれららのの自自然然・・歴歴史史資資源源をを地地域域環環境境ととのの調調和和にに配配慮慮ししたた上上でで活活用用しし、、社社会会経経済済活活動動のの持持

続続的的発発展展やや地地域域課課題題のの解解決決にに繋繋げげるるここととでで、、活活力力ああるる持持続続可可能能なな地地域域社社会会のの実実現現をを目目指指ししまますす。。  

  

  

  

人人口口減減少少にに伴伴うう地地域域のの過過疎疎化化のの進進行行はは、、地地域域のの環環境境保保全全のの担担いい手手のの減減少少をを招招きき、、そそのの取取組組のの継継

続続ににもも影影響響をを及及ぼぼすす恐恐れれががあありりまますす。。ここううししたた状状況況をを克克服服しし、、地地域域のの環環境境をを守守りり続続けけてていいくくたためめににはは、、

県県民民一一人人ひひととりりやや企企業業がが自自ららのの暮暮ららししやや事事業業活活動動とと環環境境ととのの関関わわりりをを意意識識しし、、自自主主的的かかつつ主主体体的的にに

活活動動すするるここととやや行行政政、、関関係係機機関関・・団団体体、、企企業業、、地地域域住住民民とと連連携携・・協協働働すするるここととがが重重要要ととななりりまますす。。  

そそここでで、、環環境境教教育育･･学学習習やや行行動動変変容容促促進進のの取取組組等等をを通通じじ、、資資源源ややエエネネルルギギーーをを大大切切ににすするる環環境境にに

配配慮慮ししたたラライイフフススタタイイルルへへのの転転換換をを促促進進すするるととととももにに、、多多様様なな主主体体がが互互いいにに連連携携･･協協力力すするるパパーートトナナーー

シシッッププのの形形成成をを促促進進すするるここととにによよりり、、参参加加とと協協働働にによよるる取取組組をを推推進進ししまますす。。  

１. 安全な暮らしを『守る』 

２. 自然・歴史資源を『活かす』 

３. 人・地域づくりを通じ『未来へ紡ぐ』 
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環境分野別施策 

 

 

2050 年までの温室効果ガスの実質排出量ゼロに向けて、「自然エネルギー」や「森林資源」を最大

限活用しながら、エネルギーを「つくる」、「ためる」、「かしこくつかう」の取組が効果的かつ効率的に

図られた、持続可能な脱炭素社会の構築を目指します。 

気候変動面では、本県においても、平均気温の上昇やソメイヨシノの開花日が早まるなど、身近な

ところに影響が現れてきており、今後、自然災害や人々の健康など、将来世代にわたる影響が強く懸

念されていることから、各分野の気候変動の影響による被害を回避･軽減する対策を検討･推進しま

す。 

 

 

森林の有する木材生産や県土の保全、自然環境の保全などの多面的機能を将来にわたって持続

的に発揮し続ける社会の実現に向けて、森林と人とが良好な関係を築きながら、森林が県民の貴重

な財産として引き継がれていくことを目指します。 

奈良県フォレスターを推進力に、森林の４機能（防災、森林資源生産、生物多様性保全、レクリエ

ーション）を高度に発揮させるため、本県独自の新たな森林環境管理制度の推進を図ります。 

 

 

生物多様性の保全と再生の推進を図り、本県の豊かな自然環境を将来の世代に継承するため、

「生物多様性なら戦略」に基づき、施策を推進します。特に３つの目標として、「生物多様性の主流

化」、「生物多様性の保全と再生」、「生態系サービスの持続可能な利用」を掲げ、県民、民間団体、

企業や教育・研究機関等と連携・協働して生物多様性の保全・再生の推進を図ります。 

 

 

｢ものを大切にする｣意識をさらに醸成しながら、廃棄物対策の取組を通して、天然資源の消費が

抑制され、環境への負荷が低減される循環型社会の構築を目指します。 

また、これまで県と市町村が連携して進めてきた各種取組を継続・発展させながら、奈良県の地域

特性に適した 3R等を促進することにより、さらなる「ごみの減量化」に向けて多様な主体による積極的

な実践活動の普及・拡大を図ります。 

 

 

私たちの身の回りを取り巻く生活環境（水環境、大気環境、悪臭・騒音、土地利用など）は、県民の

くらしに直結する重要な基盤です。そのため、これらの保全や改善の取組を推進するとともに、地域

に根差した歴史文化遺産や豊かな自然環境などの保全を進めることで、県民一人ひとりが心身とも

健康で、快適に過ごすことができる環境を確保します。 

  

Ⅰ 脱炭素社会の構築 

Ⅱ 森林環境の維持向上 

Ⅲ 生物多様性の保全・再生 

Ⅳ 循環型社会の構築 

Ⅴ 地域環境の保全 


